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凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

 次の要件をすべて満たす方渇市内在住・在勤・在学の方渇平
成１４年４月１日以前に生まれた方渇日本国籍を有するまたは日
本に居住する資格を有する方渇日本語による簡単な会話（意思
疎通）ができる方
 １５０人（多数抽選）
■申込用紙配布場所生涯学習課（市役所第二庁舎７階）、市ホ
ームページ
 活動内容等の詳細は市ホームページをご覧ください
 １２月３日（必着）までに、申込用紙に必要事項を明記し、郵
送、Ｅメールまたは直接、生涯学習課スポーツ振興係「東京
２０２０大会都市ボランティア募集係」（〒１８４−８５０４住所不要☎０４２
−３８６−２４６２ k０２０２０１＠koganei-shi.jp）へ

対

定

他
申

糸

 　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
国
民

３０

７５

健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保

険
者
の
方
の
人
間
ド
ッ
ク
等
の

受
診
費
用
を
、
一
部
補
助
し
て

い
ま
す
。

■
補
助
金
額
▽
人
間
ド
ッ
ク

（
日
帰
り
の
み
）
＝
１
万
６
千

円
▽
脳
ド
ッ
ク
＝
２
万
円
▽
簡

易
脳
ド
ッ
ク
＝
１
万
円

■
利
用
方
法
下
表
の
検
査
機
関

に
予
約
後
、
受
診
日
の
３
日
前

ま
で
に
国
民
健
康
保
険
証
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
、
印
鑑
を
持
参
し
、
申
請
し

国国
民民
健健
康康
保保
険険
・・

後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
保保
険険

人人
間間
ドド
ッッ
クク
等等
のの

費費
用用
をを
一一
部部
補補
助助

て
く
だ
さ
い
※
予
約
時
に
、
小

金
井
市
で
国
民
健
康
保
険
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
出

て
、
受
診
費
用
の
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い

 

▽
同
一
年
度
内
に
、
人
間
ド

ッ
ク
の
補
助
と
市
が
実
施
す
る

健
康
診
査
（
特
定
健
康
診
査
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診

査
）
の
両
方
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
▽
人
間
ド
ッ
ク
の

健
診
結
果
は
、
市
が
実
施
す
る

健
康
診
査
の
結
果
と
し
て
使
用

し
ま
す
▽
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
者
は
利
用
制
限
が
あ
り
ま

す
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎

　

儿　

儿
９
８
３
３
）
、
高
齢

０４２

３８７

他申

電話番号区　分病院名

０４２−４６１−００５２人間ドック、脳ドック公立昭和病院
（小平市花小金井８−１−１）

０４２−３８３−４１１１人間ドック桜町病院（桜町１−２−２０）

０４２２−３２−３１１１人間ドック、脳ドック、
簡易脳ドック

武蔵野赤十字病院
（武蔵野市境南町１−２６−１）

０４２−３８３−５５１１人間ドック小金井太陽病院（本町１−９−１７）
０４２−３８４−００８０人間ドック武蔵小金井クリニック（本町５−１９−３３）

０４２−３８６−３７５７人間ドック小金井つるかめクリニック
（本町６−１４−２８アクウェルモール３階）

０４２−３８２−３８８８人間ドック東小金井さくらクリニック
（東町４−３７−２６）

者
医
療
係
（
同
２
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
３
４
）

　

市
で
は
、
雨
水
を
な
る
べ
く

下
水
道
に
流
さ
ず
、
大
地
に
か

え
す
雨
水
浸
透
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
継
承

す
る
た
め
、
新
築
や
増
改
築
の

際
に
は
、
雨
水
浸
透
ま
す
等
の

設
置
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
助
成
対
象
と
な
る
既

存
家
屋
に
対
し
、
雨
水
浸
透
ま

す
等
の
設
置
へ
の

工
事
費
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象
昭
和

　

年
８
月
以
前
に

６３建
築
し
た
家
屋

（
浸
透
禁
止
区
域

を
除
く
）

■
助
成
額　

万
円

４０

を
限
度
と
し
ま
す

※
助
成
対
象
工
事
範
囲
以
外

（
主
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壊
）
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す

■
助
成
対
象
の
工
事
範
囲
雨
ど

い
か
ら
接
続
し
た
雨
水
浸
透
施

設
設
置
工
事

 

下
水
道
課
業
務
設
備
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
８
）
ま
た
は

０４２

３８７

市
内
排
水
設
備
指
定
工
事
店
へ

申

雨
水
浸
透
施
設
設
置
に
ご
協
力

雨
水
浸
透
施
設
設
置
に
ご
協
力
をを

既
存
家
屋
へ
の
設
置
工
事
費
を
助

既
存
家
屋
へ
の
設
置
工
事
費
を
助
成成

【
市
議
会
定
例
会
】

　

平
成　

年
第
４
回
小
金
井
市
議

３０

会
定
例
会
が
、　

月　

日
（
木
）

１１

２９

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

原
則
、
午
前　

時
か
ら
、
本
会

１０

議
は
議
場
（
市
役
所
本
庁
舎
４

階
）
、
委
員
会
は
第
一
会
議
室

（
同
３
階
）
で
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
や
市
の

重
要
案
件
が
ど
の
よ
う
に
審
議
・

決
定
さ
れ
て
い
く
か
な
ど
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
傍
聴
を
お
勧

め
し
ま
す
。

【　

月
２
日
は
日
曜
議
会
】

１２

　

市
議
会
で
は
、
平
日
に
仕
事
な

ど
で
傍
聴
に
来
ら
れ
な
い
方
に

も
、
会
議
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
日
曜
議
会
を
開
催
し

ま
す
。

 
　

月
２
日（
日
）午
前　

時
か
ら

１２

１０

 

一
般
質
問
（
あ
ら
か
じ
め
通
告

し
た
議
員
が
行
う
市
政
全
般
に
つ

時内

い
て
の
質
問
）
※
質
問
内
容
は
、

　

月　

日
か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

１１

３０

ジ
に
掲
載
し
ま
す

 

手
話
通
訳
あ
り

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

　

市
議
会
の
傍
聴
は
ど
な
た
で
も

で
き
ま
す
が
、
議
会
事
務
局
で
簡

単
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
の
日
程
、
議
案
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

議
会
事
務
局
（
市
役
所
本
庁
舎

４
階
☎　

儿　

儿
９
９
４
７ 
　

０４２

３８７

０４２

儿　

儿
１
２
２
５
）

３８７

 　

市
で
は
、
地
元
商
工
業
の
活
性

化
支
援
の
た
め
に
、
商
工
業
者

（
法
人
・
個
人
）
が
必
要
と
す
る

事
業
資
金
を
有
利
な
条
件
で
利
用

で
き
る
よ
う
、
市
内
金
融
機
関
へ

融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

融
資
が
決
定
さ
れ
た
場
合
に

は
、
利
息
の
一
部
を
市
が
負
担

他問

FAX

小
口
事
業
資
金
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
年
内
の

申
し
込
み
は
お
早
め
に

し
、
保
証
機
関
へ
の
保
証
料
（
当

該
融
資
相
当
分
）
の
最
大
２
分
の

１
を
補
助
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
随
時
、
受
け
付

け
て
い
ま
す
が
、
年
末
は
保
証
機

関
へ
の
申
し
込
み
が
集
中
す
る
た

め
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

 

経
済
課
産
業
振
興
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）

３８７
 

■
募
集
戸
数
２
戸

■
住
宅
名
①
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
小

金
井（
緑
町
４
儿　

儿　

）＝
１
Ｄ

１２

１６

Ｋ（　

・　

平
方
㍍
。
５
階
）②
ボ

３８

４５

ヌ
ー
ル
は
け
の
道
（
前
原
町
３
儿

　

儿　

）＝（　

・
２
平
方
㍍
。
２

２３

２０

３０

階
）
※
い
ず
れ
も
単
身
世
帯
向
け

■
家
賃
①
２
万　

円
～
４
万　

円

７００

７００

（
別
途
共
益
費
６
千　

円
）
②
１

４００

万
５
千　

円
～
３
万　

円

７００

９００

■
入
居
予
定
日
平
成　

年
１
月
初

３１

旬 問高
齢
者
住
宅
入
居
者
募
集

■
申
込
資
格
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方

❶
原
則　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

６５

し
世
帯
で
、
市
内
に
引
き
続
き
３

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
（
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
）

❷
自
立
し
て
い
る
方
で
次
の
い
ず

れ
か
の
理
由
に
よ
り
、
代
替
え
の

住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
▽
１
年
以
内
に
立
ち
退
く
よ
う

に
求
め
ら
れ
て
い
る
▽
住
宅
の
老

朽
化
や
、
浴
室
が
な
い
な
ど
に
よ

り
、
安
全
や
衛
生
上
の
問
題
が
あ

る
▽
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
）

で
、
現
住
居
で
の
生
活
が
困
難
で

あ
る
▽
家
賃
が
収
入
月
額
（
年
間

所
得
か
ら
控
除
を
差
し
引
い
た
額

割
る　

）
の
４
割
を
超
え
、
支
払

１２

い
に
困
窮
し
て
い
る

❸
原
則
と
し
て
、
親
族
の
保
証
人

が
い
る
こ
と

❹
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

 

▽
す
で
に
高
齢
者
住
宅
入
居
申

込
書
を
提
出
し
て
い
る
方
に
は
、

別
途
通
知
し
ま
す
の
で
、
再
度
申

し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
▽
今

回
の
住
宅
以
外
に
つ
い
て
も
常
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
▽
持
ち
家
の

方
は
、
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん

 
　

月　

日
ま
で
に
、
指
定
の
申

１１

２２

込
用
紙
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で

配
布
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

直
接
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
１
）
へ

３８７

 
社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
９
月
分

【
一
般
寄
附
】

▽
千　

円
＝
ち
ょ
こ
っ
と
募
金
箱

３１６

１
件

他申

善善
意意
のの

輪輪

　健康と医療に対する認識を深め、保険診療等の内容を
確認してもらうため、東京都後期高齢者医療広域連合か
ら医療費通知書を例年１１月に送付していますが、平成３０
年度は、平成３１年１月下旬の送付を予定しています。
 渇平成２９年７月～平成３０年８月の１４か月間に月額（自
己負担分＋保険者負担分）が５万円を超える月がある方
渇同期間に柔道整復、はり・きゅう、あんま・マッサー
ジ、治療用装具などのいずれかの施術や支給がある方
※すべての被保険者の方々に送付するものではありませ
ん
 東京都後期高齢者医療広域連合お問い合わせセンター
（☎０５７０−０８６−５１９）、市保険年金課高齢者医療係（☎
０４２−３８７−９８３４）

対

問

都市ボランティアの
　　　　　　　市推薦者を募集

東京２０２０大会

後期高齢者医療制度
医療費等通知書の送付時期変更

高
齢
者
住
宅
入
居
者
募
集

市
議
会
の
傍
聴

市
議
会
の
傍
聴
にに

お
越
し
く
だ
さ

お
越
し
く
だ
さ
いい


